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スポーツ参加職場 スポーツする生きがい

緒論

近年，職場における健康づくり運動の関心が高まってき

たのは，従来のような余隈の増大に伴う余暇善用策ではな

くなってきている。その背景には定年制の延長，従業員の

高齢化，労働環境の合理化・省力化に伴う体力の低下，事

故や疾病の発生率の増大，医療費の高騰，健康財政負担の

増大など，企業をとりまく諮問題が山積してきているから

である。このような現実をみてみると職場の従業員の健康

づ〈りはもはや個人レペルの問題にとどまらず経営及び社

命こ関わる企業全体の大きな課題であるといえるにちがい

ない。このような状況から健康づくりの必要性を認めるに

しても，体力テストや体育的行事の開催を中心とした従来

の職場スポーツ振興策では，もはや大きな効果を期待する

ことはできないと考える。そこで日常的運動実施度の高い

職場スポーツ集団(クラプ)の育成にその期待がかかる。

それはスポーツ集団のもつ機能と役割は職場生活と相互に

関連性が高いと予怨されるからである。

以上の観点から，躍進めざましい自動車企業を対象とし，

特に活発なスポーツ活動を推進しているs自動車株式会社
に注目した。 本研究は， 当該会社におけるスポーツ参加と

職場環境の評価・認知との関係を解明することを意図しつ

つ，それら従業員がスポーツに参加することによって，健

康，体力等にどのような影響を及ぼしているかが明白にさ

れる。

方法

(対象)静岡県浜松市s自動車株式会社本社従業員 3
50 0名である。サンプリングは. 1 500名(男子10 

00名，女子 50 0名}を無作為K行った。有効回収数1

12 O. 有効回収率マ 4. 7%であった。

(期日と調査方尚

何倍和59年6月は.s会社の概妥と峨場スポーツに日曜す

る情報を会社闘係者 2名からできるだけ詳細に同きとるよ

うに努めたほか，関係説料の収渠など行った。

i届和59年ワ月は，質問紙法による調査を実施した。質

同紙配布の手順は，当該会社労働組合に依頼し，各機場の

組合支部漆員を介して従業員に配布し，回収するという間

援的方法をとった。

(謝査内容及び分析方法)

スポーツクラプ参加妥(参加様)と非クラブ参加匂穆

)J日群)~屯分し，各項目と両併闘にみられる差について分

析した。涙l は，クラプ参加と「催康Jr体調Jr生きが
い」との柑闘をぜ倹定による有意差で表わしたものである。

さらに「通勤・スポーツするととが生きがいのひとつ'J ( 

坐きがい群}とする者と. r起到・スポーツする ζとが生

きがいとは言えないJ(非生きがい詳)に区分し.r健康l
「体謝Jr体力J(tL対する両鮮闘の差をず検定で示したも
οが涙2である。今回は特に男子従業員を中心に分析した。
結果と考案

(年齢構成)

参加群の年齢構成は. 2ト 29が 43.0%. 減 30-3叶

が28.2%.40-49才が16.2%であるのに対し，非参加群は

お-39::j司王29.3係.20-29持 ;27.0% • 40--49才が23.8掃
の順になっている。 ζのζ とから，参加群の年齢iJ;低い傾

向を示しているととが理解できる。

(職場体育的行事への参加状況)

城湯における f鰭展マラソンJr尉伝大会Jrスポーツ
大会Jなどの体育的行事への参加は，いずれも参加鮮の方
がよく，持に「スポーツ大会Jへの参加は積極的である ζ

とが明らかである。

(地域における，スポーツクラプや俸育的行事への参加

状VD
町内や市町村を単位した地域におけるスポーツクラプへ

の参加は，参加禅が約半叙の者が参加しているのにヌ詳し，

「手長参加群Jは士である。
地域によって曜されるスポーツ教室や大会などへの参加

は「参加樫p方に磁極性を認めるととができる。
(通勤実施頒度)

白常生活における通動・スポーツの夫踏についてみてみ

ると，参刀蝉は「遁1固」又は「庁 1-2凪jが60.6係，

I適 2-3函以上」が16.5揮であるのに対し，話路胡日群は
「ほとんどやらない」者が 5802婦と多いのが目立つ。

(健康・体調・体力等の自己評価)

健康の自己評価については，表lにみる通り「健康に自

信がある」と路事事したものが，参加詳30.0需，非参加呼

19.9%と示す通り参加詳の方か参有意に多い。体力感につい

ては，体力のある方と回答した者治参加群は3ワ.5弼，非参

加群は 22.9婦と参加鮮の方が体力に自信をもっているのに

対し. r体力のない方」と回答した者は非参加群に多いの
が特徴的である。また体A感についても，参加群に体調が

よい方と回答するものが多い。

上にみたとおり，参加群の方がf延長話・体調・体力のいず

れについても，自己評価が高い ζとが明らかである。さら

に参加害事は.r逗動・スポーツをするζとが生きがいのひと
つ」であるとするもの埼玉非参加群に比べて多いζとも見逃

せない。

(通勤・スポーツする生きがいと健康・体説・体力の閥

係)

「遥動・スポーツするζとが生きがいのひとつ」である
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とする生きがい群の方が「控草炭Jr体力 Jr体説Jなど評
価がいずれも合意である。特に「体力JI!L，付する自信は非
生きがい群に広べて， その傾向が強v>ζとが明らかである。

上にみた結果から，微量き次のような乙とが升らかにされ

た。

1. スポーツクラプ参加省は，年園申請~!待に20-30才で構成

されている。

2 クラプ参加者のスポーツ活動は， クラプ内の活動にと

どまらず峨場の行事はもちろんのとと地域のクラプや行

事への榛極的参加も l司持に認められ， し:かもスポーツ実

施の頻度も高くなるほど，その活動の拡大・多様化する

傾向が認められる。

3. スポーツクラブへの参加は， r健則 「体調」 体力J
などについての認知水準を高め，健康維持増進や体力向

上して効果的に機能しているととが推察される。

4. スポーツクラプ奉加は，上にみる身体的効果のほか，

当然の ζとながらスポーツする生きがいとも関連が強く，

スポーツクラプ参加に伴い，さらに))Ijな次元への波及効

米が示唆される。
今後は， さらにクラプ参加による諸効果についての分析

を試みる一方，クラプ吾妻加と繊場集団との随遥分析をする

所停である。

表 1 スポーツクラブ参加者の健康.体調，体力等

参加者 非参加者 tテスト

健康に自信がある 83 (30.0) 121 (19.9) 
ぷ=13.02

そ グ〉 他 194 (70.0) 486 (80.1) 
Pく0.001

体力のある方 104 (37.5) 139 (22.9) 

普 通 148 (53.4) 362 (59.5) 
:i =25.55 

P <0.001 

体力のない方 2[ ( 9.0) 107 (17.6) 

体調がよい方 142 (51.4) 252 (41.4) 
x2 =7.69 

そ グ3 他 134 (48.6) 356 (58.6) 
Pく0.01

運動やスポーツが
192 (69.3) 296 (48.8) 

生きがし、のひとつ :i =32.48 

運動やスポーツが
85 (30.7) 311 (51.2) 

P <0.001 

生きがいとは言えない

( )内%

表2 運動・スポーツする生きがいと健康，体調，体力の関係

運動・スポーソが 運動・スポーソは
ぷテスト

生きがいのひとつ 生きがいとは蓄えない

健康に自信がある 133 (27.3) 70 (17.7) 
:i =11.33 

そ 他 355 (72.7) 326 (82.3) 
Pく0.001

グ〉

体力的ある方 171 (35.0) 72 (17.6) 

普 通 267 (54.7) 243 (59.6) 
:i =40.93 

Pく0.001

体力のない方 50 (10.2) 83 (20.3) 

体調がよい方 243 (49.9) 151 (38.0) 
x' =12.46 

そ の {血 244 (50.1) 246 (62.0) 
Pく0.001

( )内%
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